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    山梨県立 甲府城西高等学校 
    

 

所在地 〒400－0064 甲府市下飯田一丁目9番1号 

電 話 055―223―3101 

ＦＡＸ 055―223―3103 

ＵＲＬ https://www.josaih.kai.ed.jp/ 

E-mail josaih@kai.ed.jp 

創 立 平成9年4月1日 

課 程 全日制単位制総合学科 

利用交通機関 JR 甲府駅より徒歩30分 

    山梨交通バス 甲府城西高校前 

教員数 64名 

生徒数 746名 

学科名 
1年次 2年次 3年次 計 

 
男 女 男 女 男 女 男 女 

総合
学科 

98 152 91 157 87 161 276 470 

250 248 248 746 

本校がめざす教育 

 総合学科は、自分の将来をじっくりと考え、一人ひとりの目標に応じた主体的な学習を可能にする学科です。本校で

学ぶ生徒一人ひとりが、３年間の高校生活を通じて、社会の変化に対応できる、思考力、判断力、創造力を身に付ける

ことで、それぞれの目標の実現が図られるよう、きめ細かな指導をしています。「自分の可能性を試してみたい」そん

な希望を持ったあなたにぴったりの学校です。 

夢をかなえる8系列 

Ⅰ 自分だけの時間割 

 自然科学やメカトロニクス、ビジネス会計、福祉生活科学等、 

多彩な８つの系列にわたって100科目以上の選択科目を開設しま 

す。自分の適正・興味や関心、進路に応じて学びたい科目を選 

択し、自分だけの時間割をつくることができます。自分の進路 

実現、ライフプランに合わせて授業が選べます。 

Ⅱ 一人ひとりの「夢」を育てる柔軟なシステム 

 生徒一人ひとりの個性を伸ばすことを基本に、将来の職業選 

択を視野に入れた科目選択の指導を行います。「産業社会と人 

間」「総合的な探究の時間」などの授業を通じてあなたの輝く 

未来が見えてくるはずです。

教育課程 
■必履修科目（全員が共通に学習する科目です｡）

  産業社会と人間 「頭の回転がUPする－速読技術」講座

１年次：国語総合、世界史A、数学Ⅰ、数学A、科学と人間生活、体育、保健、芸術（音楽Ⅰ・美術Ⅰ・書道Ⅰのうちから

１科目選択）、家庭総合、コミュニケーション英語Ⅰ、社会と情報 

２年次：国語表現、地歴選択（日本史Aまたは地理A）、現代社会、理数選択（化学基礎･生物基礎･地学基礎･数学Ｂのう

ちから１科目選択）、体育、保健、家庭総合、理英選択（英語表現Ⅰまたは化学基礎） 

３年次：国語表現、現代社会、体育、英語会話 

■原則履修科目（総合学科特有の科目で、将来の職業生活の基礎となるものです。） 

 産業社会と人間 

■選択科目（２，３年次に自分の進路に応じて選択できる科目です。） 

系列名 系列説明 系列の主な科目 

人文社会 
主に国語や地歴・公民など、人間の社会や文化

を学習する科目群 

現代文A･B、古典A･B、小論文、倫理、政治経済、コミュニケーション英語 Ⅱ ･

Ⅲ、音楽Ⅱ ･Ⅲ、美術Ⅱ ･Ⅲ、書道Ⅱ ･Ⅲほか 

自然科学 
主に数学・理科など自然科学に関して学習する

科目群 

数学Ⅱ･Ⅲ、数学Ｂ、数学実践、数学探究、物理基礎、化学基礎 、生物基礎 、

物理、化学、生物、理科探究 

スポーツ

健康 

健康やスポーツに関する知識・技術を習得す

る科目群 

 

スポーツ概論、スポーツβ、スポーツⅡ･Ⅴ･Ⅵ、ほか 

福祉生活

科学 

生活文化や福祉に関する知識・技術を習得す

る科目群 

フードデザイン、リビングデザイン、消費生活、ファッション造形基礎、服飾手

芸、子どもの発達と保育、子ども文化、生活と福祉、生活教養、社会福祉基礎、

介護福祉基礎、生活支援技術ほか 

http://www.josaih.kai.ed.jp/
mailto:josaih@kai.ed.jp
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メカトロ 

ニクス 

機械及び電子機械に関する知識・技術を習得

する科目群 

工業技術基礎、実習〔機械〕、自動車整備、課題研究〔機械〕、製図〔機械〕、

機械工作、機械設計、自動車工学ほか 

エレクト

ロニクス 

電気・電子に関する知識・技術を習得する科

目群 

電気基礎、電子情報技術、通信技術、電子回路、実習〔電気〕、実習〔電子〕、

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰｼｽﾃﾑ技術、製図〔電子〕、工業数理基礎、課題研究〔電気〕ほか 

ビジネス 

会計 

ビジネス全般や企業会計の基礎的な知識・技

術を習得する科目群 

ビジネス基礎、簿記 、原価計算、財務会計Ⅰ、マーケティング、ビジネス経

済、ビジネス実務、総合実践ほか 

情報管理 
パソコン利用技術や情報管理に関する知識・

技術を習得する科目群 
情報処理、ビジネス情報、プログラミング、文書実務、簿記ほか 

 

2020年度のカリキュラム例 

 1年次は共通です。 2・3年次は灰色の部分が全員共通科目です。白い部分は選択科目が入ります。 

 

単位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

２
年
次 

国語 

表現 

地歴 

選択 

現代 

社会 

理数 

選択 
体育 

保 

健 

家庭 

総合 
理英選択 ８系列の選択科目 

総

合

探

究 

L 

H 

R 

 

単位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

３
年
次 

国語 

表現 

現代 

社会 
体育 

英語 

会話 
８系列の選択科目 

総

合

探

究 

L 

H 

R 

☆保育士をめざすAさん     ☆機械についての知識を深めたいB君    ☆ビジネスマンをめざすC君 

 2年次で「子どもの発達と

保育」3年次で「子ども文

化」を勉強するわ。 

 数学と物理、そしてメカ系

列の「工業技術基礎」、

「実習（機械）」、「機械

工作」、「製図（機械）」

ははずせないね。 

 各種検定試験にチャレンジする！ 

「簿記｣、「ビジネス実務」、 

「情報処理｣、「ビジネス情報」 

「ビジネス基礎」等でビジネスに

必要な知識を身につけよう。 

 

学校生活 

（1）年間行事 

 本校では2学期制を採用し、前期（4月～9月）・後期（10月

～3月）に分けて行事が行われます。中間試験・期末試験は前

期と後期にそれぞれ1回ずつ行います。 

 1年次では上級学校や博物館、美術館、企業などを1日かけて

訪問する見学会、2年次では修学旅行、3年次では県立大学・県

立産業技術短期大学校など上級学校との連携授業があります。

多くの友人と巡り合い、個性を認め合い、自主創造の明るい学

舎となっています。 

（2）生徒会活動 
 生徒会を中心に、希城祭（学園祭）や体育祭などの学校行事

を活発に行っています。部活動においても生徒達が自主的に行

動し、多くの成果を上げています。 

体育局 

野球、サッカー、バスケットボール、テニス、 

ソフトテニス（女）、ソフトボール（女）、バドミントン、

バレーボール（女）、陸上、弓道、体操、ライフル射撃、 

ハンドボール（男）、アーチェリー、レスリング、 

山岳同好会 

文化局 

吹奏楽、美術、演劇、語学・文芸、茶道、家庭、 

インターアクト、ワープロ・パソコン、写真、放送、 

書道、軽音楽同好会 

進路指導 

   
＊課外について 

  進路希望に合わせて「就職公務員講座」や長期休業中も進学
課外を行っています。 

＊小論文・面接指導 

  入学試験・就職試験に小論文や面接がある生徒には、各系列
の教員が進路先に合わせてグループ指導や個別指導を行いま

す。 
令和元年度卒業生徒進路合格内定状況 

 大  学 短期大学 看・医学校 専門学校等 就  職 

 公立 私立 公立 私立 公立 私立 公立 私立 県立 県外 

男子 1 30 0 0 0 5 15 13 32 4 

女子 1 17 0 15 1 28 7 38 30 0 

合計 
2 47 0 15 1 33 22 51 62 4 

49 15 34 73 66 

大 学 …山梨県立大学 山梨学院大学 等 

短期大学…山梨学院短期大学 帝京学園短期大学  

看護医療学校…甲府看護専門学校 共立高等看護学院 等 

専門学校等…甲府市立甲府商科専門学校 山梨県美容専門学校 
 山梨県立産業技術短期大学校 山梨秀峰調理師専門学校 等 

就 職 ﾌｧﾅｯｸ㈱ 富士電機㈱ 日立ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｽﾞ㈱ 
    NECﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽﾞ㈱ 第一精工㈱ HOYA㈱ ㈱岡島 

甲府記念日ﾎﾃﾙ㈱ (医)恵信会 (福)山梨樫の会 
南ｱﾙﾌﾟｽ市農業協同組合 山梨県警察本部  等

単位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 

１
年
次 

国語総合 世界史 A 数学Ⅰ 数学 A 

科学と 

人間 

生活 

体育 
保

健 

芸術 

選択 

家庭 

総合 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

英語Ⅰ 

社会と

情報 

産業 

社会と 

人間 

総

合

探

究 

L 

H 

R 
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